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乳腺腫瘍切除術では基本的には通常のコールド
メスを使用するが、最近では乳腺全切除の場合
の浅胸筋、深胸筋など筋肉量が多い部分をメッ
ツエン型タイプのバイポーラシザーズを使う場
合もある。

使用の主観は術者のイメージ通りの切除ライン
で切開することができ、出血も抑えられる点で
有用であると感じた。腫瘍外科の場合はシビア
に筋膜から1mmでも0.1mmでもより多くの組織
を切除したいと思っているので、このイメージ
からすると剥離という意味ではコールドメスが
一番であり、筋膜直上の組織も含めて少しでも
多く取りたいときはコールドメスが適している
が、出来るだけ出血を抑えつつより素早く切除
したいときなどは電気メスやメッツエン型バイ
ポーラシザースタイプが使いやすい。

このようにその目的に応じて手術機器を選択す
るのも良い術者、良い手術をするためには必要
であり、その中でもRFナイフのバイポーラシザ
ースは出血量を抑えつつ切除ラインを理想に近
ずけれること、それが素早く出来ることなどメ
リットは大きく、最近では難易度の高い他の手
術でも使用し、その使用感も結果も良好に感じ
ている。
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